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主な内容主な内容
伊方町議会第44回臨時会開催
平成30年度伊方町役場職員募集
遊休施設を活用した伊方町体験施設の整備
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P  8
P  16

　5月3日、佐田岬灯台点灯100

年祭・第2回はなはな祭りを佐田

岬はなはなで開催しました。

（イベントの様子は次ページで

紹介しています）
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　５月３日、伊方町観光交流拠点施設佐田岬はなはなを主会場に「佐
田岬灯台点灯100年祭・第２回はなはな祭り」を開催しました。佐田岬
灯台が初点灯から100年目を迎えたことを記念して、佐田岬灯台に関す
る催しも行われた今回のイベントの様子をご紹介します。

みんなが夢中
オープニングのもちまき

灯台見学ツアー
「佐田岬灯台に
ハグしたら
どうだい？」

初お披露目
サツマイモと
ふのり入り芋めん

めったに見られない灯台内部を見学
佐田岬灯台一般公開

子どもも大人も大興奮の魚のつかみどり
チームワークが大切
「コンテナタワー世界一」

大迫力の花火大会

本物の灯台のレンズも展示
佐田岬灯台点灯100年記念特別展

灯台マニア不動まゆうさん(右)のトークショー
「佐田岬灯台に恋したらどうだい？」

シェアさだみさき
コンテストにチャレンジ！

地元の小・中学生と高校生が書いた手紙↑をつけた
エコバルーンで「バルーンリリース」
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まちのできごと

地元の小・中学生と高校生が書いた手紙↑をつけた
エコバルーンで「バルーンリリース」

女性ならではの目線を生かして
伊方町女性職員プロジェクトチーム結成5

11

　川永田地区の八尺神社において、地区住民らが集
まり五穀豊穣・家内安全を祈願する春まつりが行わ
れました。川永田地区の春まつりでは、毎年、初老
（42歳）と還暦（61歳）の方から募った寄付により

内子町の立川神楽が
奉納されています。
　地区内に響く速い
太鼓の音に、境内へ
と地区住民らが集ま
り始め「盆の舞」や
「恵美須大黒の舞」
が披露されると、笑
い声や拍手が起こっ
ていました。

　３月19日、二見田ノ浦漁港において、海面に仰向
けで浮いて動かない男児を港内の漁船で作業してい
た鈴木翔大氏（田之浦・漁業）が発見し、海に飛び
込み岸壁に引き上げ救助。その後、居合わせた小島
ゆかり氏（西予市宇和町・看護師）が呼吸を確認す
ると呼吸が感じられなかったため、適切な異物除去
を行ったところ食物残さと海水が混じった内容物を
嘔吐し泣き始め意識も回復しました。
　この一連の使命感あふれた勇気ある行動が他の模
範であるため、その功績を称え、４月19日、八幡浜
地区施設事務組合消防本部において、感謝状および
記念品が贈られました。

五穀豊穣・家内安全を祈願
川永田地区で春まつり

　女性ならではのきめ細かな感性、柔軟な発
想および時として大胆な行動力を生かした町
民サービスの提供を行うとともに、地域資源
の有効活用および情報発信力の強化を図るこ
とにより、画期的なタウンプロモーションを
展開するため、町女性職員によるプロジェク
トチームが結成されました。
　この日、女性職員５人が参加して第１回目
の会議が開催され、高門町長から「ぜひ、女
性の視点でさまざまな案件について改善策を
協議していただきたい」とあいさつがありま
した。今後は、月に１回程度会議を開催した
り研修を行い協議を重ねていく予定です。

勇気ある行動を称え表彰
救急協力者に対する感謝状贈呈式挙行4

23
4
19

ダイバンに抱かれる地区の子ども

しょうた
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町議会議員16人に聞きました

伊
方
町
議
会
第
44
回
臨
時
会
開
催

議
長
に
山
本
吉
昭
氏
就
任

　任期満了に伴う伊方町議会議員選挙を４月16日に行い、即日開票の結果、16人の町議会議員が決まり
ました。任期は、平成29年４月24日から平成33年４月23日までの４年間です。
　今回の選挙で当選された議員の皆さんに今後の抱負などをお伺いしました。次ページより議席順に紹
介します。【掲載内容：氏名（年齢）/ ①地区名 / ②職業 / ③今後の抱負】

役場からのお知らせ

■
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

委 

員 

長　

竹　

内　

一　

則

　

副
委
員
長　

清　
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太
郎
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村　

敏　

彦

　
　
　
　
　
　

髙　
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利

■
産
業
建
設
常
任
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員
会

　

委 
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副
委
員
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高　

月　

芳　

人

　

委　
　

員　

阿　

部　

吉　

馬

　
　
　
　
　
　

吉　

谷　

友　

一

　
　
　
　
　
　

菊　

池　

孝　

平

■
生
活
福
祉
常
任
委
員
会

　

委 

員 

長　

中　

村　

明　

和

　

副
委
員
長　

末　

光　

勝　

幸

　

委　
　

員　

福　
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大　

朝
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泉　

和　

也

　
　
　
　
　
　

吉　

川　

保　

吉

　
　
　
　
　
　

山　

本　

吉　

昭

■
議
会
運
営
委
員
会

　

委 
員 

長　

菊　

池　

孝　

平

　

副
委
員
長　

福　

島　

大　

朝

　

委　
　

員　

木　

嶋　

英　

幸

　
　
　
　
　
　

竹　

内　

一　

則

　
　
　
　
　
　

中　

村　

明　

和

　
　
　
　
　
　

髙　

岸　

助　

利

■
原
子
力
発
電
対
策
特
別
委
員
会

　

委 

員 

長　

菊　

池　

隼　

人

　

副
委
員
長　

高　

月　

芳　

人

　

５
月
１
日
、
改
選
後
初
と

な
る
第
44
回
臨
時
議
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
議
長
選
挙
な

ど
選
挙
関
連
が
６
件
あ
り
、

町
長
の
専
決
処
分
事
項
報
告

な
ど
の
議
案
10
件
が
審
議
さ

れ
、
全
て
原
案
の
と
お
り
同
意
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

選
挙
の
結
果
、
議
長
に
山

本
吉
昭
氏
（
大
久
）、
副
議
長

に
小
泉
和
也
氏
（
川
永
田
）

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
務
文
教
常
任
委

員
会
委
員
長
に
竹
内
一
則
氏

（
豊
之
浦
）、
産
業
建
設
常
任

委
員
会
委
員
長
に
木
嶋
英
幸

氏
（
塩
成
）、
生
活
福
祉
常
任

委
員
会
委
員
長
に
中
村
明
和

氏
（
三
崎
）、
議
会
運
営
委
員

会
委
員
長
に
菊
池
孝
平
氏
（
九

町
西
）、
原
子
力
発
電
対
策
特

別
委
員
会
委
員
長
に
菊
池
隼

人
氏
（
九
町
畑
）
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

各
委
員
会
の
構
成
と
そ
の

他
の
役
職
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　

＝
敬
称
略
＝

■
八
幡
浜
地
区
施
設
事
務
組
合
議
員

　
　
　
　
　
　

菊　

池　

隼　

人

　
　
　
　
　
　

中　

村　

明　

和

■
八
幡
浜
・
大
洲
地
区
広
域
市
町

　
村
圏
組
合
議
員

　
　
　
　
　
　

中　

村　

敏　

彦

■
南
予
水
道
企
業
団
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　

中　

村　

明　

和

　
　
　
　
　
　

末　

光　

勝　

幸

■
愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　
連
合
議
員

　
　
　
　
　
　

山　

本　

吉　

昭

■
監
査
委
員

　
　
　
　
　
　

吉　

川　

保　

吉

議
長
に
就
任
し
た
山
本
吉
昭
氏
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役場からのお知らせ

高
　
月
　
芳
　
人
　（
37
歳
）

①
川
永
田　

②
農
業

③　

地
域
産
業
の
活
性
化
、
教

　

育
環
境
の
向
上
、
保
健
・
福

　

祉
の
充
実
を
軸
に
、
深
刻
化

　

し
て
い
る
人
口
減
少
問
題
に

　

取
り
組
み
、
心
豊
か
で
活
力

　

あ
る
伊
方
町
を
次
世
代
に
繋

　

い
で
い
け
る
よ
う
、
力
を
尽

　

く
し
て
参
り
ま
す
。
ま
ち
づ

　

く
り
の
主
役
は
町
民
の
皆
さ

　

ま
で
す
。
皆
さ
ま
の
声
を
聴

　

き
、
共
に
考
え
、
共
に
課
題

　

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を

　

心
掛
け
、
議
員
と
し
て
の
役

　

割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と

　

考
え
て
い
ま
す
。

木
　
嶋
　
英
　
幸
　（
62
歳
）

①
塩
成　

②
会
社
役
員

③　

す
ば
ら
し
い
故
郷
を
守
り

　

続
け
て
い
く
た
め
に
、
町
民

　

の
声
を
町
政
に
生
か
し
手
足

　

と
な
り
汗
の
か
け
る
議
員
に

　

な
り
ま
す
。

　

⑴
農
業
・
漁
業
の
振
興

　
　

後
継
者
の
で
き
る
経
営
環

　
　

境
を
創
り
少
子
化
に
歯
止

　
　

め
を
か
け
る

　

⑵
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

　
　

原
発
の
情
報
公
開
、
避
難

　
　

道
・
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
造
成

　
　

・
整
備

　

⑶
教
育
文
化
の
支
援

　
　

子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
学

　
　

校
教
育
、
住
民
総
参
加
の

　
　

社
会
教
育

末
　
光
　
勝
　
幸
　（
64
歳
）

①
小
中
浦　

②
行
政
書
士
、
社

　

会
保
険
労
務
士

③　
「
町
民
の
生
活
を
守
り
ま　

　

す
」
を
指
針
と
し
て
活
動
し

　

て
い
き
ま
す
。

　

⑴
災
害
に
強
く
、
高
齢
者
に

　
　

優
し
い
ま
ち
づ
く
り
と

　
　

少
子
化
対
策

　

⑵
新
し
い
産
業
の
育
成

　

⑶
町
議
会
の
改
革

竹
　
内
　
一
　
則
　（
68
歳
）

①
豊
之
浦　

②
農
業

③　

基
幹
産
業
で
あ
る
農
・
漁

　

業
の
振
興
に
努
め
、
町
民
の

　

生
活
が
少
し
で
も
向
上
す
る

　

よ
う
日
々
努
力
し
、
議
員
の

　

務
め
を
果
た
し
て
い
き
た
い
。

清
　
家
　
慎
太
郎
　（
49
歳
）

①
三
崎　

②
会
社
員

③　

チ
ェ
ッ
ク
機
関
の
一
員
と

　

し
て
そ
の
職
責
を
果
た
し
、

　

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
施
策
の

　

一
助
と
な
る
よ
う
、
尽
力
し

　

ま
す
。

福
　
島
　
大
　
朝
　（
53
歳
）

①
川
之
浜　

②
会
社
役
員

③　

地
域
社
会
や
町
民
の
幸
せ

　

を
中
心
に
据
え
た
活
動
を
行

　

う
政
府
は
、
税
金
で
運
営
さ

　

れ
て
い
る
。
一
円
た
り
と
も

　

ム
ダ
に
は
で
き
な
い
町
民
一

　

人
ひ
と
り
の
血
税
が
あ
っ
て

　

初
め
て
、
組
織
が
成
り
立
っ

　

て
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
議
員

　

と
し
て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
き

　

ま
す
。

　
　

伊
方
町
全
体
が
閉
塞
感
に

　

覆
わ
れ
て
い
る
中
、
自
分
が

　

で
き
る
こ
と
を
し
っ
か
り
や

　

り
、
地
域
社
会
に
住
ん
で
い

　

る
方
々
に
幸
せ
を
感
じ
ら
れ

　

る
よ
う
な
存
在
に
な
り
地
域

　

の
人
の
た
め
に
汗
を
流
し
た

　

い
。

菊
　
池
　
隼
　
人
　（
56
歳
）

①
九
町
畑　

②
自
営
業

③　

町
政
に
お
い
て
は
、
政
策

　

形
成
過
程
へ
の
住
民
の
広
範

　

な
参
加
を
促
し
、
町
政
と
住

　

民
と
が
連
携
し
、
協
力
し
あ

　

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

　

う
。
よ
り
多
く
の
住
民
の
意

　

思
が
、
町
政
に
反
映
さ
れ
る

　

よ
う
活
動
し
て
い
く
。

小
　
泉
　
和
　
也
　（
58
歳
）

①
川
永
田　

②
会
社
員

③　

私
は
、
町
民
の
声
を
行
政

　

に
反
映
さ
せ
て
い
く
の
が
議

　

員
の
役
割
で
あ
る
と
認
識
し

　

て
お
り
ま
す
。

　
　

す
べ
て
の
町
民
が
平
等
で　

　

公
平
に
、
ま
た
安
心
し
て
生

た
か　
　
つ
き　
　
よ
し　
　

と

　
き　
　

じ
ま　
　
ひ
で　
　
ゆ
き

す
え　

み
つ　
　
か
つ　
　
ゆ
き

た
け　

う
ち　
　
か
ず　
　
の
り

ふ
く　

し
ま　
　
お
お　
　
と
も

き
く　
　
ち　
　

は
や　　
　
と

こ　
　
い
ず
み　
か
ず　　
　
や

せ
い　
　
け　
　　
し
ん
た
ろ
う
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役場からのお知らせ
　

活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
基

　

本
に
、
議
会
で
は
是
々
非
々

　

で
議
論
す
る
考
え
を
貫
こ
う

　

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か

　

し
、
更
に
精
進
し
て
町
民
の

　

皆
さ
ま
方
の
お
役
に
立
て
る

　

よ
う
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で

　

参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
　
村
　
敏
　
彦
　（
60
歳
）

①
三
崎　

②
会
社
員

③　

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
う
か

　

が
い
、
少
し
で
も
暮
ら
し
や

　

す
い
町
、
伊
方
町
づ
く
り
に

　

全
力
を
尽
く
す
。

吉
　
川
　
保
　
吉
　（
61
歳
）

①
川
永
田　

②
農
業

③　

融
和
と
協
調
を
基
本
理
念

　

に
農
漁
業
・
商
工
業
・
観
光

　

の
振
興
を
強
力
に
図
り
、
自

　

立
で
き
る
産
業
振
興
を
第
一

　

に
、
福
祉
・
教
育
・
文
化
の

　

充
実
を
図
り
若
者
か
ら
高
齢

　

者
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　

心
豊
か
で
安
定
し
た
ま
ち
づ

　

く
り
に
努
力
し
ま
す
。

阿
　
部
　
吉
　
馬
　（
63
歳
）

①
串　

②
漁
業

③　

是
々
非
々
に
よ
る
議
員
活

　

動
吉
　
谷
　
友
　
一
　（
66
歳
）

①
大
浜　

②
農
業

③　
「
と
も
に
住
み
、
と
も
に

　

歩
み
、
と
も
に
喜
ぶ
ま
ち
づ

　

く
り
」
を
基
本
理
念
と
し
過

　

疎
化
、
少
子
高
齢
化
対
策
を

　

重
点
課
題
に
掲
げ
、

　

１ 

地
域
産
業
の
振
興

　

１ 

社
会
福
祉
の
充
実

　

１ 

心
豊
か
な
教
育
・
人
づ

　
　

く
り

　

１ 

安
全
・
安
心
な
生
活
環

　
　

境
の
整
備

　

１ 

自
然
環
境
を
生
か
し
た

　
　

 

ま
ち
づ
く
り

　

に
努
め
た
い
。

菊
　
池
　
孝
　
平
　（
66
歳
）

①
九
町
西　

②
農
業

③
◎
町
民
が
安
全
で
安
心
し
て

　
　

暮
ら
せ
る
融
和
の
と
れ
た

　
　

ま
ち
づ
く
り
！

　

◎
お
年
寄
り
に
優
し
い
ま
ち

　
　

づ
く
り
！

　

◎
若
者
が
定
住
で
き
る
ま
ち

　
　

づ
く
り
！

　

を
郷
土
！
「
伊
方
町
」
の
た

　

め
、
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

中
　
村
　
明
　
和
　（
67
歳
）

①
三
崎　

②
漁
業

③　

生
涯
、
現
役
を
目
標
に
し

　

て
、
漁
業
、
農
業
に
従
事
し

　

て
お
り
ま
す
。
住
民
の
生
の

　

声
を
町
政
に
反
映
さ
せ
て
議

　

員
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
　

特
に
一
次
産
業
の
活
性
化

　

に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま

　

す
。
そ
し
て
伊
方
町
の
歴
史

　

文
化
財
や
海
、
山
の
自
然
を

　

生
か
し
た
観
光
に
力
を
入
れ

　

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

現
在
67
歳
、
い
ろ
い
ろ

　

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
挑
戦

　

し
て
お
り
ま
す
。

髙
　
岸
　
助
　
利
　（
69
歳
）

①
松　

②
農
業

③
⑴
人
へ
の
投
資
、
と
り
わ
け

　
　

子
ど
も
は
地
域
の
宝
、
国

　
　

の
宝
と
言
わ
れ
ま
す
。
子

　
　

ど
も
を
産
ん
で
、
育
て
る

　
　

な
ら
「
伊
方
へ
行
こ
う

　
　

よ
！
」　

と
言
わ
れ
る
よ

　
　

う
な
大
胆
な
政
策
提
言
を

　
　

行
っ
て
い
き
た
い
。

　

⑵
町
民
と
の
パ
イ
プ
役
を
誠

　
　

実
に
。

山
　
本
　
吉
　
昭
　（
58
歳
）

①
大
久　

②
自
営
業

③　
「
元
気
で
活
力
あ
る
ま
ち

　

づ
く
り
」
を
基
本
と
し
、
社

　

会
福
祉
施
策
の
充
実
に
努
め

　

た
い
。

　
　

基
幹
産
業
で
あ
る
農
漁
業

　

の
振
興
に
関
し
て
は
、
半
島

　

の
地
域
性
を
生
か
し
た
施
策

　

に
努
め
た
い
。

　
　

町
民
が
安
全
で
安
心
し
て

　

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

　

指
し
た
い
。

な
か　
　
む
ら　
　
と
し　
　
ひ
こ

よ
し　
　
か
わ　
　
や
す　
　
よ
し

よ
し　
　
た
に　
　
と
も　
　
か
ず

な
か　
　
む
ら　
　
あ
き　
　
か
ず

た
か　
　
ぎ
し　
　
す
け　
　
と
し

や
ま　
　
も
と　
　
よ
し　
　
あ
き

き
く　
　　
ち　
　　
こ
う　
　
へ
い

あ　
　　

べ　
　　
よ
し　
　

ま



7 広報 いかた・2017. 6

平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度

建設工事 92 110 70 68 76

業務委託 67 53 34 54 46

物品調達 20 26 32 30 12

合　計 179 189 136 152 134

建設工事 191,922 200,771 153,217 173,766 348,449

業務委託 30,493 29,070 23,877 38,551

物品調達 5,701 14,267 11,992 23,184

合　計 228,116 244,108 189,086 235,501

建設工事 176,387 188,205 141,091 164,473

業務委託 27,154 26,756 21,882 32,445 27,242

物品調達 5,074 11,584 10,042 19,188 4,167

合　計 208,615 226,545 173,015 216,106 340,337

建設工事 91.91 93.74 92.09 94.65 88.66

業務委託 89.05 92.04 91.64 84.16 91.25

物品調達 89.00 81.19 83.74 82.76 86.22

合　計 91.45 92.81 91.50 91.76 88.83

落
札
率(

％)

区　分

入
札
件
数(

件)

予
定
価
格(

万
円)

落
札
価
格(

万
円)

29,855

4,833

383,137

308,928

競争入札の実績についてお知らせします

役場からのお知らせ

　３月31日付けで、田中発氏（亀浦）、三好賢治氏
（大久）が行政相談委員を退任されました。
　田中氏は平成17年度に、三好氏は平成27年度に総
務大臣から行政相談委員の委嘱を受け、住民の身近
な相談窓口として活動に取り組まれてきました。
　これまでの活動に対し４月24日、本庁において、
田中氏へ総務大臣感謝状が、三好氏へ総務省愛媛行
政評価事務所長感謝状が贈呈されました。

　町におきましては、入札における不正行為の排除や公平かつ公正な競争性の確保を目指し、平成18年７月
から建設工事の制限付一般競争入札を導入しています。さらに平成24年度からは、建設工事に係る調査、測
量および設計業務においても、制限付一般競争入札試行要領を創設するなど改善に取り組んでいます。
　また、入札・契約制度の透明性を確保するため、学識経験者による入札監視委員会を設置しており、入札
状況を四半期ごとに審議しています。なお、実績は下表のとおりです。

（左から）総務省愛媛行政評価事務所長　澤田真信氏、山本忠男氏
（三崎地域行政相談委員）、三好賢治氏、田中発氏、高門清彦町長

行政相談委員活動に対し感謝状贈呈
田中発氏（亀浦）・三好賢治氏（大久）

　４月24日、本庁において、平成28年度民生委
員・児童委員に対する厚生労働大臣特別表彰の伝
達式が行われ、是澤岩光氏（川之浜）に表彰が伝
達されました。
　是澤氏は、平成13年に民生委員・児童委員に委
嘱され、平成16年に旧瀬戸町民生児童委員協議会
の会長、平成25年に伊方町民生児童委員協議会の
会長に就任しました。その間、老人ホーム入所者
との対話活動、給食配布による独居老人の安否確
認、保育所・学校訪問を通して児童の健全育成等

多年にわた
り委員活動
に精励し、
その功績が
顕著である
と 認 め ら
れ、今回の
表彰となり
ました。

厚生労働大臣特別表彰受賞
是澤岩光氏（川之浜）

あきら



8広報 いかた・2017. 6

　町では７月から開始予定の「子ども子育て応援券（紙おむつ券）配布事業」において、
紙おむつを販売する町内登録事業者を募集します。
　つきましては、６月２日㈮14:00から本庁において事前説明会を開催しますので、説明
会の参加を希望される事業者は、説明会の前日までに保健福祉課へご連絡ください。

昭和61年４月２日以降に生まれた者で、大学において土木工学に関する学科を
専攻し、平成30年３月末までに卒業（見込み）の者

昭和61年４月２日以降に生まれた者で、保健師の資格を有する者または取得見
込みの者

昭和61年４月２日以降に生まれた者で、保育士の資格および幼稚園教諭の免許
（１種または２種どちらでも可）の双方を有する者または取得見込みの者

昭和61年４月２日以降に生まれた者で、看護師（正看護師）の資格を有する者
または取得見込みの者

伊方町役場職員を募集します

伊方町子ども子育て応援券配布事業
町内登録業者募集について

■受験要件
　⑴日本国籍を有する者
　⑵地方公務員法第16条各号のいずれにも該当しな
　　い者
■試験方法等
　[一次試験]
　①試験種目
　〈技術職・保健師・保育士〉教養試験、専門試験、
　　事務適性検査
　〈看護師〉教養試験、看護師適性検査
　②試験日・会場/７月23日㈰・本庁
　③合格通知/８月中旬頃
　[二次試験]※一次試験合格者について実施
　①試験種目/作文試験、面接試験
　②試験日・会場/９月上旬～中旬頃・本庁
　③合格通知/10月上旬頃
■採用予定
　平成30年４月１日付けで町職員に採用予定
　※保健師、保育士または看護師については、採用
　　までに必要とされる資格を取得できない場合、
　　採用を取り消しますのでご注意ください。

■申込受付期間　※郵送の場合、当日消印有効
　５月22日㈪～６月16日㈮の執務期間中
■採用試験申込書の様式の請求方法
　▶ 町ホームページからダウンロード
　▶ 本庁総務課または瀬戸支所、三崎支所で交付
　▶ 郵便請求
　　※必ず140円切手を貼った宛先明記の返信用封筒
　　　(Ａ４サイズが入る大きさ)を同封すること
■申込方法（一次試験）
　次の書類を本庁総務課へご提出ください。
　⑴採用試験申込書（町指定のもの）
　　※写真を貼付すること
　⑵卒業・修了（見込）証明書および成績証明書　
　　※開封無効
　⑶写真２枚（縦5.5㎝×横4.5㎝）
　　※申込書に貼付するものとは別に２枚必要
　⑷保健師、保育士または看護師の職を受験される
　　方は、資格証または資格取得見込証の写し
■申込書類提出・問い合わせ先
　〒796-0301　西宇和郡伊方町湊浦1993番地1
　伊方町役場総務課総務管理室　TEL 0894-38-2655

役場からのお知らせ

問　保健福祉課こども政策室　TEL 38-0217

■募集職員、採用予定人員および受験資格

※一般行政職（初級）の試験については、９月17日㈰に実施予定です。募集詳細は後日お知らせします。

募集職種 試験区分 採用予定人員 年　齢　等　要　件

技術職
（土 木）

保健師

上　級

中　級
若干名

保育士

看護師
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H25. 4. 1

100. 0

95. 0

90. 0
88. 0

88. 7
89. 3

94. 6 94. 6 94. 9 95. 3 95. 4 95. 6 95. 8
96. 3

87. 1

85. 0

80. 0

H26. 4. 1

H27. 4. 1

H28. 4. 1

伊方町 類似団体平均 全国町村平均

1 総括

町職員の給与・定員管理等についてお知らせします

役場からのお知らせ

問　総務課総務管理室　TEL 38-2655

《注　意》

（1）ラスパイレス指数とは、全地方公共団体

の一般行政職の給料月額を同一の基準で

比較するため、国の職員数（構成）を用

いて、学歴や経験年数の差による影響を

補正し、国の行政職俸給表（一）適用職

員の俸給月額を100として計算した指数。

（2）類似団体平均とは、人口規模、産業構造

が類似している団体のラスパイレス指数

を単純平均したもの。

（3）平成25年は、国家公務員の時限的な（2

年間）給与改定・臨時特例法による給与

減額措置がないとした場合の値である。

《注　意》

１「平均給料月額」とは、職員の基本給の平均である。

２「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる

　扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべて

　の諸手当の額を合計したもの。

３「平均給与月額（国ベース）」は、比較のため、国

　家公務員と同じベース（時間外勤務手当等を除いた

　もの）で算出。

■ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）

2 職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況（平成28年4月1日現在）
■一般行政職

3 職員数の状況
⑴部門別職員数の状況（各年４月１日現在） ⑵年齢別職員構成の状況（平成28年４月１日現在）

⑶職員数の推移

◎その他、詳細は町ホームページをご覧ください。

区　分

区　分
H27

23年 24年 25年 26年 27年 28年
5年間
増減数

議　会 
総　務 
税　務 
労　働 
農　水 
商　工 
土　木 
民　生 
衛　生
　計 

教育部門
消防部門
小　計
病　院 
水　道 
下水道
その他
小　計

一般行政

教　育

消　防

普通会計計

公営企業等会計計

155

34

0

189

42

231

149

33

0

182

44

226

141

32

0

173

43

216

141

32

0

173

43

216

133

32

0

165

39

204

132

29

0

161

37

198

▲ 23

▲ 5

0

▲ 28

▲ 5

▲ 33
合　　計

2
46
4
0
11
6
11
38
15
133
32
0
165
17
7
2
13
39
204

2
46
5
0
10
5
10
39
15
132
29
0
161
16
6
3
12
37
198

0
0
1
0
△ 1
△ 1
△ 1
1
0
△ 1
△ 3
0
△ 4
△ 1
△ 1
1
△ 1
△ 2
△ 6

H28
対前年
増減数

職員数

部　門

年　度
部門別

総合計

普
通
会
計
部
門

企
業
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

伊方町

愛媛県

国

類似団体

44.9歳

44.7歳

43.6歳

41.8歳

302,768

340,457

331,816

303,965

349,403

433,564

ー　　　

344,996

332,453

373,226

410,984

328,396

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額
（国ベース）

25
（％）

（歳）

（単位：人）

構成比

5年前の
構成比

20

15

10

5

0
20未
満

20～
23

24～
27

28～
31

32～
35

36～
39

40～
43

44～
47

48～
51

52～
55

56～
59

60以
上
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　現況届は、児童手当および特例給付を受給している方が引き続き受給要件を満たしているかどうか、前年の
所得の状況と６月１日時点の児童の養育状況を確認するためのものです。
　児童手当を受給している方は、提出期限までに必ずご提出ください。

■支給対象となる児童
　▶ 満15歳以後の最初の３月31日までの間にある児童
■手当の額および支給時期

　【手当の額】
　　▶ ０歳～３歳未満　　　15,000円
　　▶ ３歳～小学校終了前　10,000円
　　　（第３子以降は15,000円）
　　▶ 中学生　　　　　　　10,000円
　　※所得制限額以上の方に関しては月額5,000円
　【支給時期】　　　　　　　　　　　　　　　
　６月、10月、２月に指定口座に振込

■提出期限
　６月末まで
　※現況届は６月上旬に役場から郵送します。
■提出先
　伊方町役場本庁保健福祉課または各支所、出張所

■国民健康保険税額の賦課方法
　伊方町の保険税は４方式により算定しています。
　▶ 所得割…世帯の被保険者の所得に応じて算定。
　▶  資産割…世帯の被保険者の固定資産（土地・家屋）
　　　　　　の税額に応じて算定。
　▶ 均等割…世帯の被保険者の人数に応じて算定。
　▶ 平等割…１世帯あたりの額。
■国民健康保険税の税額算定基準

■国民健康保険税の納付書は、６月中旬に発送します
　年間の保険税額を算定し、６月から３月の10期分をまとめた納付書を、６月中旬に郵送します。
　年金から保険税が天引きされている方については、10月以降の額が変動します。

■持参していただくもの

　▶ 健康被保険者証の写し等
　　※受給者が被用者（サラリーマン等）の場合
　▶ 平成29年度（平成28年分）所得証明書
　　（受給者および配偶者のもの）
　　※平成29年１月１日現在、伊方町以外に居住
　　　していた受給者の方のみ。なお、配偶者が
　　　受給者の控除対象である場合は、配偶者の
　　　所得証明書は必要ありません。
　▶ この他、必要に応じてご提出いただく書類が
　　あります。

◎ご注意ください！
　転入や出生等で手当の支給を受けるためには、
　児童を養育している保護者の方が住所地の市区
　町村に申請を行う必要があります。

役場からのお知らせ

問　町民課税務室　TEL 38-0211

問　保健福祉課こども政策室　TEL 38-0217

児童手当・特例給付現況届の提出について

平成29年度国民健康保険税についてのお知らせ
■国民健康保険税軽減基準額

軽　減

項　目

課税限度額

医療分 支援分 介護分 計 医＋支援

世帯主と被保険者の前年所得の合計額

  33万円以下の世帯

（33万円＋27万円×被保険者数）以下の世帯

（33万円＋49万円×被保険者数）以下の世帯

7 割

5 割

2 割

7.5％

49.0％

26,000円

31,000円

540,000円

1.9％

9.0％

7,200円

6,100円

190,000円

1.83％

8.0％

7,500円

5,300円

160,000円

11.23％

66.0％

40,700円

42,400円

890,000円

9.4％

58.0％

33,200円

37,100円

730,000円

所得割額

資産割額

均等割額

平等割額

応
能
割

応
益
割
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　愛媛県後期高齢者医療の被保険者の方を対象に、無料の歯科口腔健診を実施します。お口の健康は、全身の
健康にもつながります。この機会にぜひ歯科口腔健診を受診してください。

■対象者
　愛媛県後期高齢者医療の被保険者の方
　（被保険者とは75歳以上または、65歳から74歳で
　一定の障がいがあり愛媛県後期高齢者医療広域連
　合に認められた方）
　※病院または診療所に６カ月以上継続して入院し
　　ている方、障害者支援施設、介護保険施設、老
　　人ホーム等へ入所・入居している方は対象外。
■健診項目
　①問診
　②歯の状態（現在ある歯、入れ歯咬み合せや咬む
　　力の確認）
　③口腔機能評価（口の中の健康診査）
　　▶ 舌の状態・嚥下（えんげ）の状態（飲み込む
　　　力の確認）・歯肉の状況
　　▶ 口腔の状態（清掃状況やお口の乾燥状態等の確認）
　④保健指導

■申込方法
　▶ 愛媛県後期高齢者医療広域連合に電話等で、直
　　接お申し込みください。
　▶ 折り返し、クーポン券、受診票、質問紙、実施
　　歯科医院一覧表等をセットにして郵送します。
■受診期間
　平成29年６月１日～平成30年２月28日まで
■受診方法
　クーポン券等が届いたら、事前に健診実施歯科医
　院にご予約のうえ受診してください。
■その他注意事項
　▶ 歯科健診は期間中に１回のみです。後日、重複
　　受診が判明した場合は、費用を請求させていた
　　だきますのでご了承ください。
　▶ 歯科口腔健診は無料ですが、その後に治療行為
　　が行われる場合は有料となりますのでご注意く
　　ださい。

役場からのお知らせ

町営住宅入居者募集 パソコン初心者入門講座（夜）
受講者募集

■入居資格　
　収入基準や地方税等公共料金の滞納がないこと等
　の基準を満たす必要があります。詳しくはお問い
　合わせください。
■申込期限　６月５日㈪ 17：00まで
■そ の 他
　入居する際には、町内に居住し独立の生計を営み、
　かつ入居を許可された者と同程度以上の収入を有
　する保証人が２人必要です。

 伊方町地域振興センターでは、パソコン初心者の
方を対象に、入門講座を開講します。
　パソコンに興味のある方、昼間はお仕事で忙し
い方、ぜひご参加ください。
■開講期間　６月21日㈬～７月12日㈬
　　　　　　内、㈪㈬㈮の10日間
■開講時間　19：00～21：00（1日2時間）　
■申込締切　６月12日㈪
■受 講 料　5,000円
　　　　　　※別途テキスト代1,080円が必要
■定　　員　12人　※先着順
■開催場所・問い合わせ先
　伊方町川永田甲1534-1
　（国道197号沿い）
　伊方町地域振興センター
　TEL 38-2288
　受付時間 / 平日８：30～17：15問　建設課建設管理室　TEL 38-2656

①
②

水口団地

三机団地

二名津

三机

1戸

2戸

3ＤＫ

2ＤＫ

平成2年

平成元年

13,600円～20,300円

14,100円～21,000円

番号 団地名 場所 募集戸数 間取り 建築年度月額家賃

平成29年度後期高齢者歯科口腔健康診査について

■申し込み・問い合わせ先　愛媛県後期高齢者医療広域連合　事業課医療給付係　TEL 089-911-7733

※②三机団地1階は優遇世帯（身体障がい者や高齢者な
　どがいる世帯）向け住宅です。詳しくはお問い合わせ
　ください。
※②三机団地は未修繕物件ですので、入居決定後、修繕
　期間が必要になります。
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役場からのお知らせ・消防

2017

6月消防署からのお知らせコーナー消防署からのお知らせコーナー消防署からのお知らせコーナー

八幡浜地区消防署
本 署 ２２－０１１９ 第一分署 ５３－０３１１

予防課 ２３－０１１９
第二分署 ３６－３１１９総務課 ２４－０１１９

救急病院情報･身近なAED設置場所・住宅用火災警報器
その他の情報は八幡浜地区消防Webサイトをご覧ください。
http://fd-yawatahama-ehime.jp/index.php
大手検索サイトから「八幡浜消防」で検索

地 区 別 火 災 救 急
1
0
1
2

34
19
78
131

三 崎 地 区
瀬 戸 地 区
伊 方 地 区
合 計

管内の火災・救急概況
平成29年1月1日～平成29年4月30日現在

　皆さんに親しまれている川柳の応募により、防災意識の高揚を図ることと、八幡浜地区を広くＰＲすること
を目的に、以下のテーマの作品を募集します。ユーモアあふれる作品をお寄せください。審査については、小
学生の部、中学生の部、一般の部（高校生以上）の３部門に分けて実施します。

⑴消防川柳（防火・防災・救急など消防に関するもの）
⑵八伊予川柳（八幡浜、伊方、三瓶をイメージするもの）
▶　応募用紙に必要事項を記入のうえ、下記応募先へ郵送、　
　FAX、電子メールにてご応募ください。または、各所に設置
　してある応募箱に投函してください。※複数応募可
▶　応募用紙は、八幡浜地区消防Webサイトからダウンロード、
　または各所に設置しているものをご使用ください。　
▶　標語のような作品は川柳募集の観点から無効となります。
▶　応募用紙に記入漏れのある場合、無効となります。
▶　メールの場合、応募用紙の添付が必須です。メール本文への記入のみでは無効です。
▶　個人情報は、目的に限り利用し、適切に管理します。
〒796-0010　八幡浜市松柏丙796番地　八幡浜地区消防本部予防課
TEL 0894-23-0119　FAX 0894-22-5227　メールアドレス：senryuu201７@fd-yawatahama-ehime.jp

県内在住　
５月１日㈪～８月10日㈭
※必着　
八幡浜地区消防本部および
各分署、みなと交流館、新
町ドーム、道の駅伊方きら
ら館、亀ヶ池温泉、佐田岬
はなはな、三瓶町潮彩館

ホームページ
QRコード

　イノシシによる農作物への被害が大きな問題
となっています。また、人家付近でも出没して
おり、人的被害も心配されています。このよう
な状況に対して町は、猟期（11/１～３/15）
以外の期間についても、町内各支部の猟友会員
に有害鳥獣の捕獲を許可し、イノシシの被害減
少に努めています。

▶ 威嚇したり、追い払ったりせず静かにその場
　を離れましょう。
▶ イノシシの子どもを見かけても、近づいては
　いけません。
▶ もし襲われそうになったら、イノシシから見
　えない場所やイノシシが簡単に登れない場所
　に避難しましょう。
▶ 農業支援センターまですぐにご連絡ください。
※住宅密集地・広場等多数の者が集合する場所
　などでは、猟銃の発砲は禁止されています。

問　伊方町農業支援センター　
　　　TEL 38-2658

平成28年度イノシシ捕獲実績632頭

■平成28年度捕獲状況

＜イノシシに遭遇したら＞

テーマ

応募方法

注意事項

応　募　先
問い合わせ先

応募資格

募集期間

応 募 箱
設置場所

102頭

143頭

87頭
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　平成29年度の各地区の区長さんは下記のとおりです。　=敬称略=

役場からのお知らせ

平成29年度各地区の区長の皆さんをお知らせします

　５月12日の午後2時から、本庁６階大会議室において、平成29年度
区長会を開催しました。
　会では、高門町長、山本議長のあいさつの後、区長会を代表して三
崎地域の名取地区区長の松澤義隆氏に委嘱書が手渡されました。
　また、正副会長の選出が行われ、区長会長に松澤義隆氏（三崎地域
名取地区区長）、副会長に政木吉久氏（伊方地域湊浦１地区区長）、
大塚伸弥氏（瀬戸地域三机地区区長）が選出されました。
　議事では、要望書等の取り扱い、敬老行事助成金、えひめ国体につ
いてなど、11の議題について協議しました。また、その他の議題とし
て四国電力㈱から伊方発電所の状況等について、八幡浜消防署から集
会所の防火管理者について説明があったほか、伊方町暴力団排除コ
ミュニティ協議会総会が行われました。各区長からは、それぞれの議
題について質問や意見が出されました。
　今後、各地区と町行政を結ぶパイプ役としてお世話いただく区長の
皆さん、１年間よろしくお願いします。

大　　浜
中 之 浜
仁田之浜
河　　内
湊 浦 1
湊 浦 2
小 中 浦
伊 方 越
亀　　浦
中　　浦
川永田1
川永田2
豊 之 浦
　 奥 　
　 向 　
　 畑 　
須　　賀
久　　保
　 西 　
二　　見
加　　周
田 之 浦
古 屋 敷
大　　成
鳥　　津

濵　本　清　市
堀　口　幸　作
宇都宮　一　郎
渡　邉　永　満
政　木　吉　久
村　田　英　男
井　上　三　郎
井　関　睦　彦
宮　本　　　厚
坂　本　克　明
大　星　龍　治
川　口　庄　二
井　上　勇　人
城　岡　英　夫
浪　下　　　博
菊　池　隼　人
脇　田　憲　一
大　林　雄　司
德　田　正　信
古　田　力　夫
高　橋　元　治
古　田　　　清
藤　田　龍之輔
髙　岳　一　幸
鳥　津　正　浩

三　　机
上　　倉
松 之 浜
高　　浦
佐　　市
塩　　成
足　　成
大　　江
志　　津
小　　島
大　　久
川 之 浜
田　　部
神　　崎
高　　茂

大　塚　伸　弥
大　谷　一　正
濱　家　光　義
佐　伯　昌　則
山　本　敏　彦
阿　部　正　一
増　田　和　慶
木　下　幸　保
髙　橋　敏　光
石　井　久　清
中　里　政　明
田　村　良　雄
森　　　隆　栄
三　好　忠　満
久　世　凡　夫

地 区 名 区 長 氏 名 地 区 名 区 長 氏 名
三　　崎
高　　浦
佐　　田
大 佐 田
井 野 浦
与　　侈
　 串 　
正　　野
二 名 津
明　　神
　 松 　
名　　取
釜　　木
平　　礒

山　本　　　斉
横　山　忠　文
桜　井　正　司
野　本　祐　二
上　本　　　伝
山　下　博　俊
山　内　弘　信
山　中　　　宏
堀　本　房　勝
矢　野　宣　雄
髙　岸　助　利
松　澤　義　隆
土　居　一　正
河　野　万　平

地 区 名 区 長 氏 名

委嘱書交付
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6月
初めてのお誕生日を迎えるお子さんを紹介するコーナーです。

4
11
18
25

山下小児科
一次救急休日・夜間診療所※
ごとう小児科
ごうお小児科医院

山下　万浩
檜垣　高史
後藤　悟志
郷緒　良三

西予市宇和町伊賀上
八幡浜市大平
大洲市東大洲
大洲市西大洲

0894-62-6801
0894-24-1199
0893-23-0510
0893-24-3936

日 医療機関および担当医師名 所在地 電話番号

小児科初期救急診療当番医では、外科治療は対応しておりません。ケガの場合は、当日の外科系の当番医または救急病院をご利用ください。

☆休日・夜間急患センターは「一次救急休日・夜間診療所」に名称が変更されました。

診療時間９：00～17：00（※は18：00まで）《6月の小児科初期救急診療当番医》 

いつもニコニコ笑顔を見せてくれるあこ♡お
誕生日おめでとう！これからもすくすく大きく
なーれ！

大介パパ・米衣ママより

はじめてのお誕生日おめでとう！にこにこ笑
顔のしーちゃん♥兄姉と元気いっぱい育って
ね(^-^)

真弘パパ・江利奈ママより

湊
浦

あ
　
こ

木
下 

暖
心
　
ち
ゃ
ん

大
浜

し
ず
く

黒
田 

雫
　
ち
ゃ
ん

英琉くんの笑顔も涙も、家族の宝物だよ。
元気いっぱい大きくなってね。

勝お父さん・純お母さんより

たっちゃん、お誕生日おめでとう！
元気いっぱい大きく育ってね。大好きだよ♡

裕幸パパ・稚菜ママより

湊
浦

え
　
　
る

其
田 

英
琉
　
ち
ゃ
ん

湊
浦

た
つ
な
り

宮
道 

龍
成
　
ち
ゃ
ん
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伊方町中央保健センター  TEL38－1811 

瀬戸保健センター  TEL57－2113

三崎保健センター  TEL54－1771

マダニによる重症熱性血小板減少症候群（SFTS）にご注意！マダニによる重症熱性血小板減少症候群（SFTS）にご注意！

28日　のびのび子育て相談（中央保健センター9:30～）
29日　乳児相談（中央保健センター10:00～）

  8日　たんぽぽクラブ
　　　　(瀬戸町民センター9:00～)
15日　わんぱく広場
　　　　(瀬戸町民センター9:30～)
20日　胃がん検診
　　　　(大江四叉路8:00～)

28日　献血(役場前10:00～)
30日　特定健診、健康診査、胃がん・
　　　大腸がん・肺がん検診
　　　　(豊之浦集会所8:00～)
　　　 婦人がん・骨粗鬆症検診 
　　　　(中央保健センター12:30～)

  9日　育児相談
　　　　(スマイルルーム9:30～)
15日　オレンジ会 
　　　　(オレンジ作業所9:30～)
16日　特定健診、健康診査、胃がん・
　　　 大腸がん・肺がん検診
　　　　(中浦集会所8:00～) 
21日　特定健診、健康診査、胃がん・
　　　 大腸がん・肺がん検診
　　　　(川永田コミュニティ
　　　　　　　　　　センター8:00～)
22日　特定健診、健康診査、胃がん・
　　　 大腸がん・肺がん検診
　　　　(中之浜集会所8:00～)
　　　 婦人がん・骨粗鬆症検診 
　　　　(大浜集会所12:30～)
23日　特定健診、健康診査、胃がん・
　　　 大腸がん・肺がん検診
　　　　(大浜集会所8:00～)

  8日　婦人がん・骨粗鬆症検診 
　　　　(大佐田集会所12:30～)
12日　婦人がん・骨粗鬆症検診 
　　　　(三崎体育館12:30～)
14日　婦人がん・骨粗鬆症検診 
　　　　(二名津体育館12:30～)
　　　心の健康相談
　　　　(三崎支所13:30～)
　　　　　【要予約　TEL 38-1811】
15日　わんぱく広場
　　　　(瀬戸町民センター9:30～)
19日　婦人がん・骨粗鬆症検診 
　　　　(二名津体育館12:30～)
23日　婦人がん・骨粗鬆症検診 
　　　　(串集会所12:30～)
26日　婦人がん・骨粗鬆症検診 
　　　　(串地区体育館12:30～)

《6月の行事予定》 （　　）は会場、開始時間

伊　方　地　域 瀬　戸　地　域

全　町　対　象

三　崎　地　域

146

保健センターでは、皆さんが健康づくりをすすめていくためのお手伝いをしています。

保 健 セ ン タ ー だ よ り

　予防のポイントは、マダニに咬まれないことです。
　草むらや薮などマダニが多く生息する場所に入
る時は、肌を出来るだけ出さないようにしましょ
う。

　私たちの生活には欠かすことのできない「食」。バラン
スのよい食事を心掛けたり、地場産物を使った料理や郷土
料理を楽しんだり、家族揃って食卓を囲むなど、生活の基
本である食生活について考えてみてはいかがでしょうか。

帽子

首にタオル

長袖

長ズボン

ズボンを靴下の中に
靴

袖口を手袋の中に

☆ マダニに咬まれて感染する「重症熱性血小板減少症候群（SFTS）」
の発生が増加する時期になりました。　

☆ この病気は、ウイルスを保有するマダニに咬まれて6日～2週間後に
発熱、嘔吐、下痢などの症状が現れます。重症化し、死亡することも
あります。　

☆ 予防は、マダニに咬まれないことが重要です。野山、畑、草むらなど
マダニが生息する場所に入るときは、肌を出さないよう、長袖、長ズ
ボン、足を完全に覆う靴、帽子、手袋等を着用しましょう。　

☆ 飼い犬等がマダニを付けて持ち帰ることがありますので、散歩後は
ブラッシングし、犬小屋等は常に清潔に保ちましょう。マダニ忌避剤
も有効です。　

☆ 吸血中のマダニに気づいたら、つぶしたり、無理に引き抜いたりせず、
病院（皮膚科）で処置してください。熱などの症状が出たら、速やか
に病院を受診しましょう。

マダニに咬まれないために！

毎年６月は食育月間です！

　6月2８日(水)10時より役場前にて、献血を行いま
す。献血は身近なボランティアです。より多くの方の
ご協力をお願いいたします。

献血にご協力をお願いします。
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移住・定住促進

宿泊料金 その他
2,500円/人 (1泊) 未就学児以下の者は無料

施　設　名
利　用　料

共同調理室
多目的ホール

和室(１部屋あたり)

600円
400円
400円

300円
200円
200円

最初の１時間 １時間延長毎

- 移住・定住促進のための協議会活動 -
伊方町移住・定住促進協議会は、行政と民間等が協力して伊方町への移住をサポートすることを目的に平成28
年度に設立しました。活動の中から今回は、4月24日から利用をスタートした伊方町体験施設について詳しく紹
介します。

遊休施設を活用した伊方町体験施設の整備

短期宿泊施設「亀ヶ池物語」
　旧二見小学校の特別教室棟を短期宿泊施設として整備しました。町内外の
多くの皆さんに、さまざまなシーンでたくさん活用してもらいたい『亀ヶ池
物語』をご紹介します。

お試し暮らし体験住宅「二名津体 験住宅」
　旧二名津診療所医師住宅を、伊方町での生活を一定期間体験できるよう“お試し住宅”として整備しました。
　
＜使用できる人＞　伊方町に移住を検討している人
＜施設の概要＞　木造２階建て、４ＬＤＫ、洋室３部屋、和室１部屋
  　　テレビ、エアコン、ガスコンロ、バス・トイレ別
＜施設の料金＞　30,000円/月 (光熱水費、放送受信料等を含む)
　◎施設内見学も可能ですので、興味がある方はお気軽にご連絡ください。

問　伊方町移住・定住促進協議会事務局（総合政策課まちづくり戦略室内）
　　　TEL 0894-38-2659/E-mail：ikata-iju-teiju@md.pikara.ne.jp
　　移住・定住ポータルサイト“いかたライフ” http://www.town.ikata.ehime.jp/site/iju-teiju/ 

■整備目的
　伊方町への移住、都市等との交流促進、観光・教育・文化を通じた交流人口
　の拡大を図る機会を提供すること。
■施設概要
　▶ 宿泊施設 / 和室３部屋（12畳、14畳×２）、洋室１部屋（23.13㎡）
　▶ そ の 他 / 共同調理室、多目的ホール、和室（宿泊施設兼用）
■施設料金
　▶ 宿泊施設の利用料金（宿泊した場合は、付帯施設の利用は無料）

　◎施設のご利用方法は自由です。共同調理室や和室を利用して、ゆったり
　　と食事の時間を過ごしませんか？会議、研修、講座、講習、お茶会など
　　で、ぜひ「亀ヶ池物語」をご利用ください。
■利用申込連絡先
　▶ 宿　　泊 / 総合政策課まちづくり戦略室　TEL 0894-38-2659
　▶ 施設利用 / 総合政策課まちづくり戦略室　TEL 0894-38-2659
　　　　　　　 亀ヶ池温泉　TEL 0894-39-1160 　 　 　
　◎詳しくは、移住・定住ポータルサイト内の「亀ヶ池物語利用マニュアル」をご参照ください。

　▶ 施設のみの利用料金（施設は１時間から利用可能）

外観

外観

和室

共同調理室

多目的ホール
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観光・協力隊・ツーリズム

134

佐田岬灯台点灯100年記念切手販売中！

　先日の佐田岬灯台点灯100年祭・第２回はなはな祭りでの贈呈式を経
て、ついに「佐田岬灯台点灯100年記念切手」が発売となりました！
　この記念切手には、船の航海を見守る佐田岬灯台の姿や点灯100年記
念モニュメント、建設当時の灯台の写真などが使用されており、さまざ
まな佐田岬灯台が楽しめる切手となっています。もちろん、佐田岬灯台
を乗せた帽子をかぶったサダンディーも登場していますよ！
　詳しくは、最寄りの郵便局までお問い合わせください。

販売場所：南予地区の郵便局　販売価格：１シート　1,300円

「亀ヶ池物語」を活用してもらうために

　「亀ヶ池から伊方町を盛り上げたい！人生は１つの物語で、ここから新たな
物語のスタートを切ってほしい！」という想いを込めて「亀ヶ池物語」と短期
宿泊施設を命名しました。町内には、伊方町の魅力を伝えたい人が大勢いるこ
とを地域の方々と関わって感じています。積極的に施設を利用してもらうため
に何ができるか、考えました。
　①分かりやすい「亀ヶ池物語利用マニュアル」をポータルサイトに掲載する
　②広報・雑誌で、アピールする
　③迷ったら、すぐに質問できる状況を作る
　④盛り上げるために、こちらからアプローチする
　私自身が質問窓口になれればと考え「亀ヶ池物語」のストー
リーテラー（物語の語り手）となり、精一杯頑張っていきます。
　一緒に伊方町を盛り上げていきましょう！

佐田岬ツーリズム協会の新しい力を紹介します

　５月から新しく佐田岬ツーリズム協会の一員になりました宮脇源です。
伊方町の観光産業の一翼を担う当協会の職員を任されたことに、責任の重
さとやりがいを感じておりますとともに、町内の交流人口の拡充による地
域の活性化を図るべく設立された当協会の新たな風として、尽力していき
たいと考えております。
　当協会の事業として、佐田岬地域の豊かな自然や山海の幸を活用した体
験メニューと物販事業により、誘客促進と知名度の向上を図り「伊方町
ファン」の獲得に努めてまいります。
　伊方町が今まで以上に「魅力のあるまち」になるようお手伝いが出来た
らと思います。どうぞ皆さま、よろしくお願いいたします。

佐田岬観光まちづくり通信 問　産業課観光商工室　TEL 38-2657

伊方町地域おこし協力隊通信
問　総合政策課まちづくり戦略室　TEL 38-2659

問　佐田岬ツーリズム協会　TEL 54-2225

地域おこし協力隊　移住・定住担当　竹山和宏

「亀ヶ池物語」にて
愛媛のご当地アイドル

フルーツポシェットの楢崎さんと
（移住ＰＲ動画撮影風景）移住・定住

ポータルサイト
「亀ヶ池物語」

みやわき はじめ
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年金・消費生活

■相談事例
　スマートフォンで「占い」をキーワードでネット検
索して会員登録をした。前払いでポイントを購入する
システムのためクレジットカードで決済した。占い師
とはメールでやりとりをし、占いの結果をもらう時に、
１回1,500円分のポイントを使用するという仕組み
だったが「あなたにはお告げがあったので施術が必
要」などと占い師から言われ、何度もやりとりしてい
るうちに約100万円をサイトへ支払うことになった。
■予 防 策
○ポイントの購入により、相手とメールなどができる 
　システムの占いサイトでは、相手の誘導でやりとり

　を重ねているうちに、多額の費用をつぎ込んでいた
　ということがあります。「幸せになれる」などと言
　われても相手の言葉をうのみにせず、冷静になりま
　しょう。
○サイト側は利用者側に少しでも長くやりとりさせる
　ため、あの手この手で連絡をしてきます。その結果、
　利用料金が高額になりトラブルとなります。
○占い師になるための公的資格などはなく、誰でも名
　乗れることや、占いの結果の真偽などを評価するこ
　とができないことを理解しましょう。
○何か不安なことがありましたら、下記の相談窓口ま
　でご相談ください。

　最近「占いサイト」のトラブルが発生しています。最初は無料ですが、何度かメールでやりとりをし、気付
いた時には何百万円もの請求額になっていたという相談があります。

◎保険料を払わないとどうなるのですか？
　将来受け取る年金額が、その分、減ります。年金額
は保険料を納付した期間に応じて決まり、さらに、受
給には納付期間等が10年（※）必要です（老齢年金
の場合。保険料の免除や猶予をした期間を含みます）。
※Ｈ29.8から必要な期間が25年から10年に短縮され
ます。
　また、保険料の納付（または免除や猶予の手続）を
していれば、60歳未満でも、けがなどで重い障害を
負った場合に「障害年金」、一家の大黒柱が小さな子
どもや配偶者を残して亡くなった場合に「遺族年金」
を受け取れます。
　
◎年金はいつからもらえるのですか？
 老齢基礎年金は65歳からです。老齢厚生年金につい
ては、平成42年までの間、60歳から65歳に段階的に
引き上げられていきます（生年や性別で違いがありま

す）。60歳以上ならば、額は減りますが繰り上げて
受給することも可能です。
　
◎将来もらえる年金の額はどこで確認できますか？
　毎年、皆さんの誕生月に郵送される「ねんきん定期
便」や、日本年金機構のホームページにある「ねんき
んネット」で確認できます。ただし、その額は目安で
す。実際には、受給までに納付された額やその時の物
価などを考慮した額になります。
　
◎公的年金に上乗せしてもらえる年金があると聞いた 
　のですが？
　iDeCo（個人型確定拠出年金）や国民年金基金等
に加入すれば年金額を増やせます。特にiDeCoは、
60歳未満なら基本的に誰でも加入できるようになり
ました（平成29年１月～）。なお、掛け金などにつ
いて所得税の優遇も受けられます。

　公的年金は、現役で働く世代が高齢者などを支え、社会全体
で安心を提供するものです。
　20歳以上の全ての人が加入する国民年金と、会社員や公務員
が加入する厚生年金の２階建てになっています。

愛媛県消費生活センター TEL 089-925-3700
町民課住民生活室　　 　TEL 38-2653

瀬戸支所地域住民室 　　TEL 52-0112
三崎支所地域住民室 　　TEL 54-1111

「年金の仕組み」について年 金 ひ ろ ば

「占いサイト」にご注意！消 費 生 活 だ よ り

相 談 窓 口

みなさんの疑問に
答えるダンディー♪

宇和島年金事務所
6月の出張相談日

▶ 日時 / ６月８日㈭ 、28日㈬ 10:00～15:30　　▶ 場所 / 八幡浜商工会議所
▶ 連絡先 / 宇和島年金事務所お客様相談室　TEL 0895-22-5569
※予約制のため事前にご連絡ください。
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シリーズ　 第36回シリーズ　

町　民　課　住民生活室　☎38-2653
瀬 戸 支 所　地域住民室　☎52-0112
三 崎 支 所　地域住民室　☎54-1111

問い合わせ先

第36回

ごみ出しルールとマナー

を守ってきれいな町に！

ごみ出しルールとマナー

を守ってきれいな町に！

ごみ出しルールとマナー

を守ってきれいな町に！

【施設の概要】

【受入できるごみ】

伊方町一般廃棄物最終処分場で受入できるごみについて

施設所在地：伊方町九町字アラカヤ
埋 立 面 積：4,300 ㎡
埋 立 容 量：19,700 ㎥
埋 立 期 間：15年
供 用 開 始：平成 25年４月
埋立対象物：粗大ごみ、埋立ごみ
受　入　日：毎週金曜日午後２時～４時（祝日を除く）
料　　　金：10㎏あたり 20円

伊方町一般廃棄物最終処分場の監視員について

  可燃ごみや資源ごみ、更には禁止ごみなどの受入できないごみの混入
を防ぐことを目的に、最終処分場に監視員を配置してから約２年半が経
過します。現場では、ごみを捨てる方の補助を行ったり、受入できない
ごみを持って来られた方に対しては、適正な処理方法を教えています。
　今後も、廃棄物は責任を持って正しく処理し、最終処分場を皆さんで
正しく利用しましょう。

　受入できるごみは、リユース（再利用）、リサイクル（再資源化）が困難なものです。
　つまり、①町指定『もやすごみ袋』に入らない大きなごみと、②埋立ごみのみとなります。よって、可燃
ごみや資源ごみなどは受入できませんのでご注意ください。

タンス、机、椅子、布団、ベッド、やかん、
掃除機など

搬　入 ○
粗大ごみ
埋立ごみ

びん、かん、ペットボトルなどの資源ごみ、
古紙（本や衣類）、有害ごみ、禁止ごみなど

搬　入 ×
可燃ごみ
資源ごみ
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国際交流・三崎高校
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H

OW
DY！ 伊方町国際交流員　マギー・ソープ毎月記事⑳ハ
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　私の出身であるアリゾナ州では、
６月になると日本の梅雨のような気
候となり、それは、「モンスーン」
と言われています。毎年６月から９

月にかけて午前中は気温が40度以上ぐらいになり暑く
て、夕方になると、雷雨や大雨や鉄砲水になります。
　特に鉄砲水に襲われる危険性が高くて、砂漠でも人
が溺れてしまうこともあります。なぜかというと、ア
ロヨという小峡谷がたくさんあり、そこに道路がある
からです。アロヨは、乾燥地帯に時折降る雨で浸食さ
れて、通常は枯れ川になっている小規模の険しい峡谷
です。その状況になると、警察官が必ずその道をバリ
ケードします。しかし、トラックを運転している人は
通れると思って、バリケードを無視しながら、泥の中
にはまり込んで動けなくなります。救助隊員に救われ
ても、罰金になります。その理由は、アリゾナの特別
な法律があるからです。その法律の名前は、「バカな
運転手法」　(Stupid Motorist Law)です。

　他の危険性は、マイクロバーストです。マイクロ
バーストとは、急激に発達した雷雲や積乱雲の下で、
下降気流が地面に吹きつけ、破壊的な強風を巻き起こ
します。ある夏、私の近所でこれが起こり、電柱が倒
れてしまい、修理に２日以上かかりました。そのため、
エアコンや電気が使えなくなって、日中に室温が40
度になり、近くの図書館や映画館で過ごしました。館
内は、近所の人だらけで、急に交流のチャンスになり
ました。
　でも、モンスーンがそんなに怖いものだと私は思い
ません。最もありがたい天気です。道路はステーキが
焼けるぐらいの暑さになっても、雨が降ると涼しくな
るので、楽しみにしていました。また、山の方から来
る雷雲を見るのもわくわくしました。その雲の形も面
白かったです。また、よく雨が降ったら、野生の草花
も多く咲きます。それに、夜中に雷が鳴っても、私は
ぐっすり眠れます。
　だから、日本の梅雨も楽しみにしています。
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り
、
一
年
生
は

集
団
宿
泊
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
一
日
目

は
、
研
修
場
所
で
あ
る
「
伊
方
町
瀬
戸
ア

グ
リ
ト
ピ
ア
」
ま
で
十
キ
ロ
の
道
の
り
を

約
二
時
間
か
け
て
歩
い
た
後
、
入
所
式
、

集
団
生
活
に
関
す
る
講
義
、
校
歌
練
習
な

ど
を
行
い
、
夕
食
の
準
備
を
行
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
協
力

し
て
作
っ
た
カ

レ
ー
は
と
て
も

お
い
し
か
っ
た

で
す
。
二
日
目

の
午
前
中
は
、

三
班
に
分
か
れ

て
、
三
崎
湾
ク

ル
ー
ズ
・
史
跡

巡
り
・
伊
方
町

に
関
す
る
ビ
デ

オ
鑑
賞
を
地
域

の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
行
い
ま

し
た
。
集
団
生
活
の
大
切
さ
を
学
ぶ
と
と

も
に
、
地
域
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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募集

募
　
　
　
集

え
が
お

え
が
お

す
！
詳
し
く
は
、
ネ
ッ
ト
で
「
え
ひ
め

ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
」
を
検
索
。

▼ 

募
集
期
間　

７
月
10
日
㈪
ま
で

▼ 

対
象　

県
内
の
小
学
４
年
生
〜
中
学

　

２
年
生
で
、
㈯
18
時
〜
20
時
10
分
に

　

実
施
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
で
き
、

　

保
護
者
に
よ
る
送
迎
が
可
能
な
者

▼ 

選
考
方
法　

新
体
力
テ
ス
ト
の
結
果

　

等
に
よ
る
書
類
選
考
後
、
実
技
テ
ス

　

ト
を
実
施

▼ 

募
集
人
数

・
小
学
４
年
生
／
20
〜
30
人

・
小
学
５
年
生
〜
中
学
２
年
生
／
若
干
名

▼ 
応
募
方
法　

学
校
で
配
付
さ
れ
る
申

　

込
用
紙
を
学
級
担
任
の
先
生
に
提
出

問
県
教
育
委
員
会
保
健
体
育
課

　

TEL
０
８
９
ー
９
６
０
ー
８
８
５
０

「
知
事
と
み
ん
な
の
愛
顔
で
ト
ー
ク
」

傍
聴
者
募
集
中

　

県
で
は
、
知
事
が
地
域
に
出
か
け
地

域
住
民
と
気
軽
に
意
見
交
換
を
行
い
、

地
域
の
意
見
・
要
望
を
把
握
し
、
可
能

な
も
の
か
ら
県
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く

た
め
「
知
事
と
み
ん
な
の
愛
顔
で
ト
ー

ク
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

会
議
で
は
「
愛
顔
あ
ふ
れ
る
愛
媛
づ

く
り
」
に
つ
い
て
、
知
事
が
地
域
の
皆

さ
ん
と
直
接
お
話
し
し
ま
す
。

　

傍
聴
さ
れ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※

傍
聴
者
は
、
原
則
と
し
て
意
見
交
換

県
民
総
合
文
化
祭

文
化
事
業
企
画
の
募
集

　

県
民
総
合
文
化
祭
に
新
風
を
吹
き
込

む
文
化
事
業
企
画
を
募
集
し
ま
す
。
採

択
さ
れ
た
企
画
に
対
し
、
実
施
経
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。
詳
し
く
は
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※

原
則
２
件
、
50
万
円
以
内

▼ 

募
集
期
間　

〜
６
月
30
日
㈮

▼

応
募
方
法　

企
画
書
に
必
要
事
項
を

　

記
入
の
う
え
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ

　

ー
ル
で
提
出
、
ま
た
は
ご
持
参
く
だ

　

さ
い
（
企
画
書
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
。

問
県
文
化
協
会
事
務
局
（
県
文
化
・
ス

　

ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

　

TEL
０
８
９
ー
９
３
２
ー
８
３
１
０

　

FAX
０
８
９
ー
９
１
２
ー
２
９
６
９

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

bunkasports@
pref.ehim

e.lg.jp

HP https://w
w
w
.pref.ehim

e.jp/h1

　

3000/29kikakukoubo.htm
l 

え
ひ
め
愛
顔
の
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト

３
期
生
募
集

　

え
ひ
め
か
ら
世
界
を
目
指
す
ス
ポ
ー

ツ
大
好
き
な
児
童
・
生
徒
を
募
集
し
ま

　

に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

▼ 

日
程　

６
月
29
日
㈭(

開
場
14
時
〜)

　

14
時
30
分
〜
17
時

▼ 

会
場　

内
子
町
共
生
館
１
階
共
生
館

　

ホ
ー
ル
（
喜
多
郡
内
子
町
平
岡
甲
１

　

８
５
ー
１
）

▼ 

定
員　

50
人　

※

先
着
順

▼ 

申
込
期
限　

６
月
26
日
㈪

▼ 

申
込
方
法　

郵
便
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
、
住
所
、
氏

　

名
、
電
話
番
号
を
記
入
（
連
絡
）
し
、

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

南
予
地
方
局
地
域
政
策
課

　

TEL
０
８
９
５
ー
２
２
ー
５
２
１
１

　

FAX
０
８
９
５
ー
２
５
ー
３
７
２
4

　

〒
７
９
８
ー
８
５
１
１

　

宇
和
島
市
天
神
町
７
番
１
号

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

nan-seisaku@
pref.ehim

e.lg.jp

南
予
水
道
企
業
団
職
員
募
集

　

南
予
水
道
企
業
団
で
は
次
の
と
お

り
、
職
員
採
用
候
補
者
試
験
（
上
級
）

を
行
い
ま
す
。
南
予
水
道
企
業
団
は
、

宇
和
島
市
、
八
幡
浜
市
、
西
予
市
お
よ

び
伊
方
町
を
構
成
団
体
と
す
る
特
別
地

方
公
共
団
体
で
、
こ
れ
ら
の
地
域
へ
水

道
用
水
を
供
給
す
る
企
業
体
で
す
。

▼ 

試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
員

　

上
級
（
土
木
）
・
１
人

▼ 

職
務
内
容　

南
予
水
道
企
業
団
に
勤

　

務
し
水
道
事
業
業
務
に
従
事
す
る
。

▼ 

採
用
年
月
日

　

平
成
30
年
４
月
１
日
予
定

▼ 

受
験
資
格　

次
の
⑴
〜
⑶
の
す
べ
て

　

に
該
当
す
る
者

⑴
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

　

た
者
で
、大
学
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び

　

平
成
30
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
者

⑵
日
本
国
籍
を
有
す
る
者

⑶
地
方
公
務
員
法
第
16
条
各
号
の
い
ず

　

れ
に
も
該
当
し
な
い
者

▼ 

試
験
内
容

　
〈
第
一
次
試
験
〉 

専
門
試
験
、一
般
性

　

格
診
断
検
査

　
〈
第
二
次
試
験
〉 

面
接
試
験（
第
一
次

　

試
験
合
格
者
に
別
途
通
知
）

▼ 

試
験
日
時
／
会
場

　
〈
第
一
次
試
験
〉 

８
月
６
日
㈰
／
宇
和

　

島
市
役
所
７
階
会
議
室（
７
０
１
）

　
〈
第
二
次
試
験
〉 

第
一
次
試
験
合
格
者

　

に
別
途
通
知

▼ 

受
験
手
続　

志
願
表
を
提
出
。

・ 

志
願
表
と
試
験
案
内
は
南
予
水
道
企

　

業
団
庶
務
課
備
え
付
け
ま
た
は
企
業

　

団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

　

ー
ド
で
き
ま
す
。

▼ 

申
込
期
限　

６
月
30
日
㈮

　

※

執
務
時
間
中
、
必
着

▼ 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

南
予
水
道
企
業
団
庶
務
課

　

TEL
０
８
９
５
ー
２
５
ー
３
２
２
２

　

〒
７
９
８
ー
０
０
２
７　

宇
和
島
市

　

柿
原
字
童
子
甲
１
９
２
９
番
３
４
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お知らせ

　

TEL
２
２
ー
４
１
１
１　

　

（
内
線
２
８
７
・
２
８
８
）

「
自
死
遺
族
の
方
の
相
談
窓
口
」
案
内

　

八
幡
浜
保
健
所
で
は
、
保
健
師
に
よ

る
「
自
死
遺
族
の
方
の
相
談
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

大
切
な
方
を
亡
く
さ
れ
、
お
一
人
で

辛
い
思
い
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
。
あ

な
た
の
思
い
を
お
話
し
く
だ
さ
い
。
ま

ず
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼ 

実
施
日
時　

※

予
約
制
、
相
談
無
料

・
来
所
面
接　

毎
月
第
３
㈬
（
㈷
の
場

　

合
は
、
第
２
㈬
）
９
時
〜
16
時

・
家
庭
訪
問　

随
時

問 
八
幡
浜
保
健
所
健
康
増
進
課
精
神
保

　

健
係
（
保
健
師
が
対
応
し
ま
す
）

　

TEL
２
２
ー
４
１
１
１

　

（
内
線
２
８
７
・
２
８
８
）

市
立
八
幡
浜
総
合
病
院
か
ら
お
知
ら
せ

　

「
一
緒
に
学
ぼ
う
！
が
ん
の
予
防
と

治
療
。
そ
し
て
生
活
に
つ
い
て
〜
住
み

慣
れ
た
場
所
で
の
が
ん
治
療
を
目
指
し

て
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
民
公
開
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
無
料
。
参
加
希

望
の
方
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　

７
月
１
日
㈯
13
時
〜
15
時

　

（
開
場
12
時
30
分
〜
）

▼ 

会
場　

市
立
八
幡
浜
総
合
病
院　

別

　

館
２
階
大
会
議
室

「
無
料
調
停
相
談
会
」
開
催
案
内

　

借
金
・
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
・
不
動
産
・

交
通
事
故
・
相
続
・
離
婚
・
家
庭
内
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
で
お
悩
み
の
方
、
ぜ
ひ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　

６
月
25
日
㈰
10
時
〜
15
時

▼

場
所　

八
幡
浜
総
合
福
祉
文
化
セ
ン

　

タ
ー
（
八
幡
浜
市
広
瀬
二
丁
目
１
番

　

13
号
）

▼

相
談
担
当
者　

民
事
調
停
委
員
、
家

　

事
調
停
委
員

▼ 

主
催　

八
幡
浜
調
定
協
会

問 

八
幡
浜
調
定
協
会
会
長　

浅
野
イ
シ

　

TEL
３
４
ー
０
４
０
０

ひ
き
こ
も
り
相
談
の
お
知
ら
せ（
無
料
）

▼

対
象
者　

原
則
と
し
て
18
歳
以
上
の

　

ひ
き
こ
も
り
本
人
お
よ
び
そ
の
家
族

▼ 

実
施
日
時　

㈪
〜
㈮　

※

㈷
除
く

　

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

▼ 

申
込
方
法　

電
話
相
談
（
随
時
）
、

　

来
所
相
談
（
要
電
話
予
約
）

◎
併
せ
て
精
神
保
健
に
関
す
る
相
談
も

　

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
左
記
へ
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

八
幡
浜
保
健
所
健
康
増
進
課
精
神
保

　

健
係
（
保
健
師
が
対
応
し
ま
す
）

▼ 

内
容

・
講
演
１
／
消
化
器
が
ん
の
早
期
発
見

　

と
治
療
／
市
立
八
幡
浜
総
合
病
院

　

外
科
医
長　

的
場
勝
弘

・
講
演
２
／
治
療
中
の
あ
な
た
を
支
え

　

ま
す
〜
安
全
・
安
楽
な
抗
が
ん
剤
治

　

療
を
目
指
し
て
〜
／
市
立
八
幡
浜
総

　

合
病
院
外
来
化
学
療
法
室
が
ん
化
学

　

療
法
看
護
認
定
看
護
師　

菊
池
和
美

・
相
談
コ
ー
ナ
ー(

15
時
〜
15
時
30
分)

　

薬
や
医
療
費
に
つ
い
て
の
相
談
な
ど

　

を
当
日
受
け
付
け
ま
す
。

▼ 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

八
幡
浜
総
合
病
院
地
域
医
療
連
携
室

　

TEL
２
４
ー
２
５
６
８

八
幡
浜
土
木
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

現
在
、
愛
媛
県
八
幡
浜
土
木
事
務
所

で
は
、
土
砂
災
害
防
止
法
に
お
け
る
公

示
図
書
の
整
理
を
進
め
て
お
り
、
そ
れ

に
係
る
現
地
調
査
の
た
め
、
伊
方
町
内

一
円
の
土
砂
災
害
危
険
箇
所
に
お
い
て

現
地
調
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
県
の
委
託
を

受
け
た
調
査
員
が
腕
章
を
付
け
対
象
の

土
地
へ
立
ち
入
り
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
調
査
期
間
中

（
平
成
29
年
７
月
末
頃
ま
で
）
は
、
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

八
幡
浜
土
木
事
務
所　

河
川
港
湾
課

　

TEL
２
２
ー
４
１
１
１(
内
線
４
２
４)

▼ 

調
査
実
施
会
社

　

伊
方
地
域
／
株
式
会
社
オ
ー
エ
ム
ア

　

イ(

TEL
０
８
９
３
ー
２
５
ー
４
２
１
３)

　

瀬
戸
・
三
崎
地
域
／
株
式
会
社
八
周

　

(

TEL
０
８
９
４
ー
２
４
ー
５
３
０
０)

災
害
防
止
に
つ
い
て
県
か
ら
の
お
願
い

「
防
災
対
策
強
調
月
間
」

　

６
月
は
「
防
災
対
策
強
調
月
間
」
で

す
。
梅
雨
前
線
や
台
風
な
ど
の
影
響

で
、
大
雨
に
よ
る
災
害
が
起
き
や
す
い

季
節
で
す
。
県
で
は
こ
の
月
間
中
、
河

川
、
道
路
な
ど
の
土
木
施
設
や
工
事
現

場
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、
危
険
箇

所
の
発
見
や
応
急
工
事
の
実
施
な
ど
災

害
の
未
然
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど

の
災
害
情
報
に
注
意
し
、
危
険
が
迫
っ

た
と
き
は
す
ぐ
に
避
難
す
る
な
ど
、
災

害
に
対
す
る
警
戒
を
十
分
に
心
掛
け
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
災
害
に
備
え
て
懐

中
電
灯
や
携
帯
ラ
ジ
オ
な
ど
も
常
に
準

備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
危
険
な
箇
所
を
見
か
け
た
と

き
は
、
す
ぐ
に
役
場
や
県
の
八
幡
浜
土

木
事
務
所
な
ど
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
災
害
の
防
止
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

建
設
課
地
域
整
備
室

　

TEL
３
８
ー
２
６
５
６

　

八
幡
浜
土
木
事
務
所

　

TEL
２
２
ー
４
１
１
１

お 

知 

ら 

せ
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全国一斉｢子どもの人権110番｣

強化週間における

「電話相談開設」のお知らせ

くらしのカレンダー・相談事業開催日

6月 くらしの相談事業開催日
　１(木) 人権擁護委員の日「全国一斉特設相談所」 
　　　　伊方町民会館　10:00～16:00

７(水) 　心配ごと相談
 　　　　伊方町民会館　13:00～16:00

16(金)　心配ごと相談
　　　　三崎保健福祉センター　９:30～12:00

　　　　心配ごと法律相談【予約制】※ 　　　
　　　　町見公民館　14:00～17:00 

20(火)　消費生活相談
 　　　 役場１階相談室　9:00～16:30

21(水)　心配ごと相談
　　　　町見公民館　13:00～16:00

　　　　当番司法書士事務所
 　　　　三崎支所　13:30～16:00

6月 くらしのカレンダー

犬・ねこ 犬、猫引取日（役場、瀬戸・三崎支所、町見出張所へ
９：00までに）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

犬・ねこ

犬・ねこ

犬・ねこ

犬・ねこ

犬・ねこ

人権擁護委員の日
全国一斉特設相談所（伊方町民会館　10:00～16:00）

郡小学校バスケットボール大会（伊方スポーツセンター）

伊方スポレク祭2017（伊方中学校グラウンド他）　

ピップスおはなし会（図書館　13:30～）
人権の日

八西地区中学校陸上大会（保内中学校）

父の日

給食サービス事業（町見地区）

ピップスおはなし会（図書館　13:30～）

佐田岬半島の自然スライド上映会（町見郷土館　19:00～）

給食サービス事業（伊方地区）

　いじめ・体罰・児童虐待など、子どもの人
権問題に関するあらゆる相談を電話で受け付
けます（無料・秘密厳守・予約不要）。
▶ 受付日時
　① ６月26日㈪ ～ 30日㈮ ８:30～19:00
　② ７月１日㈯・２日㈰ 　10:00～17:00
　

▶ 相談先（全国統一電話番号）
　TEL  ０１２０-００７-１１０
　※フリーダイヤル。
　※携帯電話からの相談も可能。IP電話不可。
　

▶ 相談担当者 / 人権擁護委員、法務局職員
　

▶ 主催 / 松山地方法務局、愛媛県人権擁護委
　員連合会
◎詳しくは、松山地方法務局人権擁護課（TEL 089-

　932-0888/代表）にお問い合わせください。

6月26日㈪～7月2日㈰

※心配ごと法律相談は【予約制】です。相談を希望
　される方は、相談日の前日までに社会福祉協議
　会本所（TEL 38-2360）へ予約をお願いします。
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①運転状況について（平成29年4月末日現在）
　伊方１号機（運転終了）
　伊方２号機（定格電気出力56万６千キロワット)
　　第23回定期検査中
　伊方３号機（定格電気出力89万キロワット）
　　定格熱出力一定運転中

　水道週間は、安全で良質な水を安定して供給

する水道事業を皆さまにご理解いただくため設

けられました。59回目を迎えた今回は「あた

りまえ　そんなみずこそ　たからもの」をス

ローガンに全国規模で広報事業が展開されます。

　朝、冷たい水で顔を洗い美味しい水を一杯飲

む。水道は私たちの毎日の暮らしになくてはな

らないものです。

　いつもどおりの水道の使い方をしているのに

「最近水道料金が高くなったな」と感じたら、

漏水の可能性があります。漏水は、自宅の水道

メーターで簡単に調べることができます。

　水道を使用していない状態で、水道メーター

のパイロットが回転していれば、水道メーター

から蛇口までのどこかで漏水している疑いがあ

ります。漏水を確認した場合は、速やかに指定

給水装置工事事業者へ修理を依頼してください。

①宅内の蛇口等を全て閉めて

　水道を使用していないこと

　を確認する。

②水道メーターのパイロット

　を確認する。

③少しずつでも回っている場

　合は、漏水していると考え

　られます。

　倉庫や空き家などで普段水道を使用されていない場合

や、水道メーターの検針以外にご自身で確認をされてい

ない場合には、漏水の発見が遅れ、使用していないにも

関わらず多額の水道料金を請求されることに繋がります。

　普段使用されない場合には、メーター近くの止水栓を

閉めておき必要に応じて開け閉めし、水道を使用するこ

とをお奨めします。

②異常事象等について
　４月においては、伊方発電所からの異常事象等の通報はありませんでした。

伊方発電所の状況

町内の交通事故（4月） 29年度

物 損 事 故
人 身 事 故

傷 者
死 亡

13件
1件
1人
0人

累 計
累 計
累 計
累 計

13件
1件
1人
0人

伊 方 町 の 人 の 動 き（平成29年4月末日現在） 増減事由は4月中

人　口　　9,789人 （ー 38人）
（ー 11人）
（ー 27人）
（－  8世帯）

男 4,678人
出　生 1人

死　亡 15人

転　入 26人

転　出 50人女 5,111人
世　帯 4,716世帯

点灯100年記念に関するイベント
情報やインスタグラムにアップさ
れた写真など、楽しい情報がもりだくさん！
★HP「さだみさきナビ」から入れます。
 【URL】http://sadamisakitodai100.com/

６月１日～７日は「水道週間」です

問　上下水道課上水道室　TEL 38-2663

漏水の確認方法

パイロット

佐田岬灯台点灯100年記念
特設サイトをチェック！
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５
月
の
連
休
初
日
、
佐
田
岬

は
な
は
な
の
イ
ベ
ン
ト
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
表
紙
の
写
真
は

そ
の
イ
ベ
ン
ト
で
行
わ
れ
た
バ

ル
ー
ン
リ
リ
ー
ス
の
シ
ー
ン
で
、

ふ
れ
あ
い
担
当
者
が
撮
影
し
た

も
の
で
す
。

　
太
陽
光
に
当
た
る
と
成
分
分

解
さ
れ
る
エ
コ
バ
ル
ー
ン
に
は
、

子
ど
も
た
ち
の
手
書
き
の
手
紙

（
町
花
ツ
ワ
ブ
キ
を
使
っ
た
和

紙
使
用
）
が
付
け
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
思
い
を

乗
せ
た
手
紙
が
空
か
ら
見
知
ら

ぬ
誰
か
の
元
に
届
く
、
な
ん
だ

か
ス
テ
キ
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
　　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
担
当
）

　
６
月
は
、
伊
方
地
域
で
「
伊
方

ス
ポ
レ
ク
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ペ
タ
ン
ク
・
レ
ク
バ
レ
ー
・
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
４

種
目
が
地
域
対
抗
戦
で
行
わ
れ
、

小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い

年
齢
層
が
集
う
大
会
で
す
。

　
日
頃
、
ス
ポ
ー
ツ
に
な
じ
み
が

薄
い
方
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

良
い
機
会
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
（
ふ
れ
あ
い
担
当
）

❸❺

❸❹

❸❶ ❸❷ ❸❸

❸❼❸❻

6

　４月29日、ニンジニアスタジアム（県総合運動
公園陸上競技場）において、市町が物産販売など
でサッカーの試合を盛り上げる愛媛ＦＣホーム
ゲーム「伊方町の日」が開催されました。
　毎年恒例となっている伊方堂々太鼓ジュニアの
力強い演奏がスタジアムで披露された後、三崎小
学校の児童21人が、愛媛ＦＣの選手と手をつない
で入場するエスコートキッズを、三崎高校生徒1人
が試合中に選手へボールを供給するボールパーソ
ンを務めました。

　また、スタジアム外の芝生広場にはオ～レカ
フェ出店ブースが設けられ、伊方町からもクリエ
イト伊方と、せとど～なっつが出店しました。
　その他、国体ターゲット・バードゴルフ体験
コーナーも設けられ、子どもから大人まで、多く
の人が楽しそうにターゲット・バードゴルフに
チャレンジする様子が見られました。
　この日、モンテディオ山形と対戦した愛媛FCは
２対０で勝利し、スタジアムは大いに盛り上がり
ました。

①伊方堂々太鼓ジュニアに会場から
大きな拍手が贈られました②③④三
崎小児童がフラッグベアラーやエス
コートキッズを務めました⑤⑥みか
んゼリーやじゃこカツ、手作りドー
ナツを販売⑦MVPの愛媛ＦＣ丹羽詩
温選手へ高門町長からじゃこカツと
みかんゼリーを贈呈

愛媛FCホームゲーム「伊方町の日」開催！
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